
平成２８年１０月１１日

熊本県企業局
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第１１回 荒瀬ダム撤去フォローアップ専門委員会



議題１
第10回の審議内容
のまとめ

２

kumamoto
スタンプ



詳細は…説明資料3～19頁

№ 項 目 現在の対応状況等

1 土砂移動の予測について

ダム下流に堆積した⼟砂（砂州）を対象に、河床材
料調査を実施し、堆積状況、粒度分布等を把握した。
その上で河川工学4名の委員及び河川管理者と堆積
した土砂についての土砂移動の予測等について協議
を⾏った（計3回）。

⇒「【資料1】土砂移動の予測について」にて後述

2
19K000より下流のモニ
タリングについて

荒瀬ダム建設以前の空撮写真、地元住⺠による平⾯
図、河床変動解析結果等を参考に調査区域等を策定
し、調査を実施した。

⇒「【資料2】荒瀬ダム直下流の環境モニタリング
について」にて後述

3 撤去範囲の検討について

河川管理者と協議の結果、左岸（国道側）の撤去範
囲については現計画を基本とし、細かい取付けは施
工段階で確認し決定することとなった。右岸（県道
側）については、関係者と今後の管理を踏まえた撤
去範囲について協議を⾏っているところである。

⇒「【資料3】撤去範囲の検討について」にて後述

３



第10回フォローアップ専門委員会 (H27.10.29）

第1回土砂検討協議 （H28.2.17）

モニタリング報告 （H28.6）
※熊本地震のため委員会未開催
資料を説明し各委員から意⾒を聞く

第3回土砂検討協議 （H28.9.7）

第2回土砂検討協議 （H28.7.28）

第11回フォローアップ専門委員会 (H28.10.11）

堆積土砂検討協議
※参加者：河川管理者、河川工学専門家、企業局

右岸みお筋部撤去後における実績河床高等の変化

・実績河床⾼、河床材料、⽔理諸量の変化
・ダム直上下流の河床⾼変化（縦断・横断変化、航空写真）

河床変動解析モデルによる再現性の確認（再）

・条件及びモデルの設定
・河床材料調査結果（H26、H27）による粒度分布の再設定（3ケース）
・検証条件（4ケース：交換層、粒度分布）
・実績河床高（H27.8）の検証及び分析 ⇒ モデルの改良（死⽔域）

ダム撤去後の河床変動予測

・１次元河床変動解析モデルによる短期的予測（流量規模別）
・１次元河床変動解析モデルによる中⻑期的予測
・平面２次元河床変動解析モデルによる短期的予測（撤去有無）
・平面２次元河床変動解析モデルによる中⻑期的予測

河床変動解析モデルによる再現性の確認

・河床材料調査
・実績河床高（H27.8）の検証及び分析（時系列変化）
・各流量規模（1ハイドロ、連続ハイドロ）による土砂移動状況の把握

横断測量
藤本発電所〜瀬⼾⽯ダム

横断測量
遥拝堰〜瀬⼾⽯ダム

H28年出⽔に伴う⼟砂移動の把握

・ダム直下流の現況
・ダム上下流の経年変化傾向
・分析用の分類区分の設定
・分類区間ごとの土砂動態の概要
・ダム上流域の河床変化

意⾒の整理

<< (1)土砂移動の予測について>>

４



H26.10.3（6０m3/s）

H27.8.4（7６m3/s）

みお筋部撤去前

みお筋部撤去後（梅雨期後）

<< (1)土砂移動の予測について>>

第10回フォローアップ

専 門 委 員 会 再 掲

５

【ダム直下流】

H27梅雨期出水

1,000〜2,000m3/sが6回



• 河床変動予測シミュレーションは、右岸みお筋部開放後に既往最⼤流量
（ 6,460m3/s ：S57年度波形）があたるパターンで流況条件が異なる

• 流量2,000m3/sクラスの連続出⽔では下流に堆積がみられた

• シミュレーションの設定条件の整理や洪⽔規模を変化させた計算を実施
し、今後の河床変動予測を⾏う

シミュレーション予測（撤去開始〜50年後）と実績⽐較

第10回フォローアップ

専 門 委 員 会 再 掲

６

<< (1)土砂移動の予測について>>



<< (1)土砂移動の予測について>>

河床材料調査 （ダム下流区間）

７

詳細は…説明資料3～13頁

H27再調査を実施



河床材料調査 （ダム上流区間）

８

<< (1)土砂移動の予測について>> 詳細は…説明資料3～13頁

H27再調査を実施



河床材料調査 （河床材料トレンチ調査）

９

<< (1)土砂移動の予測について>> 詳細は…説明資料3～13頁

堆積⼟砂について深度⽅向の粒度を
把握するためトレンチ調査を実施



河床材料調査 （⼤粒径の河床材料調査）

10

<< (1)土砂移動の予測について>> 詳細は…説明資料3～13頁

粒径の⼤きい河床材料についてトレンチ
調査（⼟⽊研究所資料より）を実施



土砂撤去箇所

ダム直上流〜佐瀬野地区の河床材料の代表性の観点から、以下の調査地点の調査結果は棄却
・H26佐瀬野（右岸）：佐瀬野地区の土砂撤去部に局所的に堆積している砂分を多く含んだ土砂
・H27佐瀬野撤去⼟砂：⼋代海への覆砂事業のための仮置き⼟で⼈為的な粒度調整を含んだ⼟砂

<< (1)土砂移動の予測について>> 詳細は…説明資料3～13頁

粒度分布の⾒直し
（佐瀨野地区）

河床材料調査

11



ダム位置(右岸)から

平成28年6月21日 午前10時（約１８００ｍ３／ｓ）



ダム上流(右岸)から

平成28年6月21日 午後2時（約１2００ｍ３／ｓ）



モデルの改良（死⽔域の設定）

モデルの改良

残存している堤体部分の影響で生じている
ダム下流左岸の平⾯的な流れの剥離領域

↓（モデルの改良）
死水域を設定

<< (1)土砂移動の予測について>> 詳細は…説明資料3～13頁

モデルの改良により、ダム下流の堆積状況はある程度
再現できた（1次元での１９ｋ湾曲部再現は困難）
また、ダム直下には礫分が堆積し、下流にいくに従い
砂分が堆積し、縦断的に平均粒径が変化しており、現
地の状況と比べても再現できている

14

1次元河床変動解析モデルによる再現性の確認について
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1次元河床変動解析モデルによる再現性の確認について

<< (1)土砂移動の予測について（1次元河床変動解析モデルの再現性の確認）>>

15

実施洪水波形を下図のように6つの洪⽔に分割して予測計算を⾏い、
洪水途中の河床変化の状況把握を⾏った



洪⽔①洪⽔②以降の出⽔では
ほとんど河床変動はない

16
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<< (1)土砂移動の予測について>>

1次元河床変動解析モデルによる再現性の確認について

詳細は…説明資料3～13頁
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右岸みお筋部撤去後、ダム上下流の河床⾼は縦断的に⽐⾼差が残っていた （ ）
⇒

中小規模の出水（約1,000〜2,000m3/s）により、連続した河床縦断形となった（ ）

ダム上下流で連続した河床縦断形→ダム直上流区間の河床⾼（⼟砂流出）は概ね安定傾向

距離標（km)

平
均
河
床
高
（
T
.P
m
)
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<< (1)土砂移動の予測について>>

1次元河床変動解析モデルによる再現性の確認について

詳細は…説明資料3～13頁



<< (1)土砂移動の予測について>>

１次元河床変動解析モデルによる短期的予測

流量規模別対象洪⽔波形（H20年６⽉出⽔）

H27年度末測量成果＋掘削後断⾯（ダム直上下流は整正断⾯）を初期河床と
して、各流量規模（流量1,000〜5,000ｍ3/s規模）に応じた流況条件を設定
し、ダムを撤去した場合の流量規模別の⼟砂移動状況を予測

18

詳細は…説明資料3～13頁



<< (1)土砂移動の予測について>>

１次元河床変動解析モデルによる短期的予測

19
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詳細は…説明資料3～13頁



１次元河床変動解析モデルによる中⻑期的予測

<< (1)土砂移動の予測について>>

撤去段階と対象流量の関係

検討条件比較表

20

詳細は…説明資料3～13頁



１次元河床変動解析モデルによる中⻑期的予測

<< (1)土砂移動の予測について>>

局所的な変動はあるものの、将来的に顕著に一方的な変動が生じ
ている区間はなく、比較的安定している 21
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詳細は…説明資料3～13頁



H28.4.5（50m3/s）

土砂掘削後
【ダム直下流】

<< (1)土砂移動の予測について>>

22H28.10.1（80m3/s）

現在の状況

水位計不調
のため欠測。

ダム直下流域の河床変化について



ダム直下流域の河床変化について

<< (1)土砂移動の予測について>>

ゲート開放後は大きな変化はみられない

23

みお筋部撤去直後、ダム直下流に⼟砂が⼤
きく堆積したが、その後は大きな変化はみ
られない

藤
本
発
電
所

荒

瀬

ダ

ム

詳細は…説明資料3～13頁

ゲート開放

みお筋部撤去



<< (1)土砂移動の予測について>>

ダム運用時、大きな変化傾向はみられない

24

ゲート開放後、第1流⽔回復区間で洗掘が
生じている

みお筋部撤去後、ダム直上流で洗掘し、
それが第2流⽔回復区間の上流端付近まで
波及していく傾向がみられる

荒

瀬

ダ

ム

瀬
戸
石

ダ

ム

ダム直上流域の河床変化について

詳細は…説明資料3～13頁

ゲート開放

みお筋部撤去

ダム運用時



２２Ｋ８０

２６Ｋ８０

２８Ｋ８０

瀬戸石ダム

１９Ｋ９１

荒瀬ダム

ゲート開放 みお筋部撤去

Ｈ１４ Ｈ１６Ｈ１５ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８．８
（出水期）

Ｈ１４ Ｈ１６Ｈ１５ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７
－Ｈ１６－Ｈ１５ －Ｈ１７ －Ｈ１８ －Ｈ１９ －Ｈ２０ －Ｈ２１ －Ｈ２２ －Ｈ２３ －Ｈ２４ －Ｈ２５ －Ｈ２６ －Ｈ２７ －Ｈ２８．８

Ｈ１４ Ｈ１６Ｈ１５ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８．８
（出水期）

Ｈ１４ Ｈ１６Ｈ１５ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８．８
（出水期）

Ｈ１４ Ｈ１６Ｈ１５ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７
－Ｈ１６－Ｈ１５ －Ｈ１７ －Ｈ１８ －Ｈ１９ －Ｈ２０ －Ｈ２１ －Ｈ２２ －Ｈ２３ －Ｈ２４ －Ｈ２５ －Ｈ２６ －Ｈ２７ －Ｈ２８．８

Ｈ１４ Ｈ１６Ｈ１５ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７
－Ｈ１６－Ｈ１５ －Ｈ１７ －Ｈ１８ －Ｈ１９ －Ｈ２０ －Ｈ２１ －Ｈ２２ －Ｈ２３ －Ｈ２４ －Ｈ２５ －Ｈ２６ －Ｈ２７ －Ｈ２８．８

<< (1)土砂移動の予測について>>

ダム上流域の河床変化について（Ｈ１４〜現在）

25

詳細は…説明資料3～13頁

ゲート開放後、推定堆砂量が減少
している。

みお筋部開放後、推定堆砂量が⼤きく減少し、
それが翌年にも継続し減少している。



<< (1)土砂移動の予測について>>

ダム上流域の河床変化について

26

【平成28年8⽉現在の上流影響区間の堆砂量】

第2流⽔回復区間と第1流⽔回復区間を合わせて143千ｍ3程度が堆積している
（第2流⽔回復区間 74千ｍ3 ＋ 第1流⽔回復区間 69千ｍ3）

ダム堤体部の元河床の確認
ダム上流部測量実測間の
元河床の補間値の精査

詳細は…説明資料3～13頁



<< (1)土砂移動の予測について>>

27

ダム上流域の河床変化について

瀬の⼟砂が流出し、元河床で安定

淵や⽀川合流点下流の⼟砂は流量

規模で大きく変動

詳細は…説明資料3～13頁



<< (1)土砂移動の予測について>>

28

ダム上流域の河床変化について

佐瀬野の⼟砂が流出し、
元河床で安定

詳細は…説明資料3～13頁



<< (1)土砂移動の予測について>>

29

ダム上流域の河床変化について

ほぼ元河床に戻った

詳細は…説明資料3～13頁



ダムに起因する堆砂についてはこれまでの出水によりほぼ
流出し、今後は安定傾向に向かうと考えられる

・今回測量した範囲からさらに下流へ流出した⼟砂の動態
については、非出水期の測量により把握を⾏う

・ダム建設前の元河床について再整理を⾏い、堆積⼟砂の
定量的な評価を探る

・再現計算や予測計算の結果
・ダム上流の河床現況の把握

により

<< (1)土砂移動の予測について>>

30



目 的：今後の物理的環境・⽣物的変化の把握
調査区域：今後、州や瀬の形成が想定される18/200〜18/600

<< (2) 19k000より下流のモニタリング>>

【資料２】 荒瀬ダム直下流の環境モニタリングについて

詳細は…説明資料14～16頁

昭和23年（ダム建設前）平成27年10月10日 31



<< (2) 19k000より下流のモニタリング>>

物理的環境

生物的環境

横断形状

底質

粒度組成

浮き石状況

付着藻類

底生動物

魚類

32

詳細は…説明資料14～16頁



<< (2) 19k000より下流のモニタリング>>

33

調査範囲の物理環境要素を考慮し、平瀬、早瀬及びワンドに区分
し、各々に調査地点を設定し実施

①平瀬

②早瀬

③ワンド

詳細は…説明資料14～16頁



ダムの現況【上流から】

<< (３)撤去範囲の検討について>>

右岸
（県道）

左岸
（国道）

34

詳細は…説明資料17～19頁



ダムの現況【下流から】

右岸
（県道）

左岸
（国道）

<< (３)撤去範囲の検討について>>

35

詳細は…説明資料17～19頁



議題２
撤去工事等について

36



【ダム本体撤去工事について】

・現況の報告（第10回委員会〜現在）

・今後の予定

【撤去関連工事について】

・現況の報告（第10回委員会〜現在）
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ダム本体撤去工事について

工事進捗（第10回委員会〜現在）

：H27年度（11⽉〜３⽉）
：H28年度（４⽉〜現在）

現況報告

門柱撤去（第2〜6）
P5 P2右岸

（県道）
左岸

（国道）

P3P4P6
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右岸
（県道）

左岸
（国道）

P5

課題１ 倒壊発破の実施 ※H25実績があるが門柱上部がついた倒壊は初

15m 10m 10m 10m 10m

2
4
m

・P5の上部を事前撤去 ⇒ 倒壊可能 ⇒ 順番に空いたスペースに倒す

課題２ 重量1700トンの巨大構造物を振動許容値内で倒壊するには？

課題３ 期間内に門柱5基を撤去完了するには？

ダム本体撤去工事について 現況報告

門柱撤去
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倒壊発破施工ヤード造成

ダム本体撤去工事について 現況報告

掘削した土砂で倒壊発破のヤードを造成
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P5の小割り状況 コンクリート殻をクッション材に利⽤

約
3
m

・ダム撤去で発⽣したコンクリート殻（空隙有）をクッション材に利⽤

課題１ 倒壊発破の実施 ※H25実績があるが門柱上部がついた倒壊は初

・P5の上部を事前撤去 ⇒ 倒壊可能 ⇒ 順番に空いたスペースに倒す

課題２ 重量1700トンの巨大構造物を振動許容値内で倒壊するには？

課題３ 期間内に門柱5基を撤去完了するには？

ダム本体撤去工事について 現況報告

門柱撤去
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・火薬を詰める位置を工夫し火薬によるコンクリート粉砕に成功

3
.5
m

3
.5
m

工夫

H25年度 今 回

・削孔位置 並列
・削孔⾓度 鉛直
・発破位置 下部

火薬
・削孔位置 千鳥
・削孔⾓度 85度
・発破位置 中断と下部2段

（デッキチャージ）

・ダム撤去で発⽣したコンクリート殻（空隙有）をクッション材に利⽤

課題１ 倒壊発破の実施 ※H25実績があるが門柱上部がついた倒壊は初

・P5の上部を事前撤去 ⇒ 倒壊可能 ⇒ 順番に空いたスペースに倒す

課題２ 重量1700トンの巨大構造物を振動許容値内で倒壊するには？

課題３ 期間内に門柱5基を撤去完了するには？

ダム本体撤去工事について 現況報告
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ダム本体撤去工事について 現況報告

門柱撤去
P4倒壊発破

43

クッション材



ダム本体撤去工事について 現況報告

門柱撤去
P2倒壊発破
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P2



ダム本体撤去工事について 現況報告

門柱撤去
P2小割発破
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ダム本体撤去工事について 現況報告

門柱撤去
P2〜P6下部小割発破
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ダム本体撤去工事について 現況報告

門柱撤去
P2〜P6下部小割発破
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導水トンネルの埋戻し

導水ﾄﾝﾈﾙ

小割り
ヤード

取水口
藤本発電所

ダム本体撤去工事について 現況報告

導水ﾄﾝﾈﾙ部
約600m

導⽔管路部
約70m

約150m

移動式破砕機

導水トンネル

ダンプ投入状況

取水口投入

約200m
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導⽔トンネル及び導⽔管路埋戻し状況

H28.3.14 H28.3.25

H28.2.18 H27.1.7

埋戻し

導水トンネル埋戻し第4期完了

ダム本体撤去工事について 現況報告

コンクリート壁打設

積込み・運搬
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環境対策（濁⽔処理・汚濁防⽌膜・防音壁）

濁⽔処理施設

汚濁防止膜

環境対策の実施状況

防音壁

ダム本体撤去工事について 現況報告
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【ダム本体撤去工事について】

・現況の報告（第10回委員会〜現在）

・今後の予定

【撤去関連工事について】

・現況の報告（第10回委員会〜現在）
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今後の予定（H2８年度）

:H28年度（現在〜）

ダム本体撤去工事について 今後の予定

堤体左岸部右岸
（県道）

左岸
（国道）
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発破の実施について

■時期：平成２８年１1月 〜 （日曜、祭日を除く）

■時間：１３時3０分 〜 １3時4０分 （１０分間）

■回数：１日１回 （約30回を予定）
※発破時間の変更については事前に案内看板等で掲示します

◎国道219号及び県道中津道⼋代線の⽴⼊規制を実施

規制箇所：ダム上〜下流 約３００ｍ

サイレン10秒×1回

(秒読み)発破10秒前､････3､2､1､点火

至 平成 ３０ 年 ３ 月 ２０ 日

自 平成 ２４ 年 ４ 月 １ 日

荒瀬ダム本体等撤去工事

フジタ・中山建設工事共同企業体

所長 宮地 利宗

連絡先 0965 - 45 - 2288

･発破10秒前

発破時間 ： ～ ：

本日の予定 発破作業 あります

･発破終了 サイレン 5秒×1回

発破合図の方法 サイレンと拡声器で合図します。

･発破 5分前 サイレン 3秒×3回

･発破 1分前

工事期間

発破場所

荒瀬ダム撤去工事による

発破作業のお知らせ

日頃は、荒瀬ダム本体等撤去工事に御協力ありがとうございます。

ダム堤体解体にともない発破作業を行いますのでご協力お願い致します。

熊本県 八代市 坂本町 荒瀬 地内

至 平成 ３０ 年 ３ 月 ２０ 日

【規制箇所（荒瀬ダム周辺）】 【予告・周知看板】

※発破当日に張り替え

（ 県 道 中 津 道 八 代 線 ）

１３時３０分から
１０分間

予 告

本 日

今 週 の 予 告

●月▲日,▲日,▲日

219坂本午後1時
半～１０分間止

ダム本体撤去工事について 今後の予定
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【ダム本体撤去工事について】

・現況の報告（第10回委員会〜現在）

・今後の予定

【撤去関連工事について】

・現況の報告（第10回委員会〜現在）
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【H27年度 関連工事実施箇所】

撤去関連工事について 現況報告

凡例

： 本体撤去工事（県）

： 関連工事（県）

： 河川改修工事（国）※参考

球磨川河川改修事業

荒瀬ダム撤去事業

市道瀬戸石鎌瀬線道路嵩上事業

球磨川河川改修事業

県道中津道八代線
道路嵩上事業

55

【H28】県道中津道八代線
路側構造物補強事業



県道中津道⼋代線道路嵩上⼯事

道路の嵩上げ(河川外）

痕跡水位

⺠地 道路

施工箇所：三坂地区
工期：H27.9〜H28.3

概要：道路嵩上、舗装 L=480m

撤去関連工事について 現況報告
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県道中津道⼋代線道路路側補強⼯事
施工箇所：葉⽊地区
工期：H28.8

概要：根継工 L=15m

撤去関連工事について 現況報告
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議題３
環境モニタリング調査
について
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【環境モニタリング調査結果】

・平成２7年度調査結果報告

及び平成28年度中間結果

【環境モニタリング調査計画】

・平成２8・２9年度調査計画

59



第11回委員会の報告内容

基
礎
項
目

水 象
（流 量）

河川形状
（横断・深浅測量、平⾯測量）

基盤環境
（空中写真、定点風景、河床撮影）

底 質
（粒度組成）

水 質
（常時、定期）

セ
グ
メ
ン
ト
ス
ケ
ー
ル

項
目

植 物
（付着藻類）

動 物
（底生動物、重要な種）

動 物
（魚 類）

動 物
（鳥 類）

リ
ー
チ
ス
ケ
ー
ル

項
目

基盤環境
（物理環境の定期モニタリング）

基盤環境
（下代瀬採餌場産卵場環境）

動 物
（アユの胃内容物調査）

植 物
（ベルトトランセクト）

工
事
関
連
項
目

大気汚染
（粉じん等）

騒 音
（特定建設作業、発破作業）

振 動
（特定建設作業、発破作業）

60

Ｈ

28
報
告
項
目

水 象（流 量）

基盤環境（垂直航空写真撮影）

植 物（付着藻類）

動 物（底生動物の重要な種）

詳細は…説明資料25～114頁



時間雨量

横石流量

荒瀬ダム流量

瀬戸石ダム流量

時間雨量

横石流量

荒瀬ダム流量

瀬戸石ダム流量

平成２７年度の流況

昭和５７年７月（過去最大）
最大放流量6,460m3/s

 平成27年度の出水状況は、2千m3/s 台が2回、1千m3/s台が4回であった。

 6月の出水は過去61年間で第44位（確率3/4）程度の出⽔規模であった。

流量（出水状況）
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詳細は…説明資料31頁



時間雨量

横石流量

荒瀬ダム流量

瀬戸石ダム流量

時間雨量

横石流量

荒瀬ダム流量

瀬戸石ダム流量

平成２８年度の流況

 平成28年度前期の出水状況は、2千m3/s 台が1回、1千m3/s台が3回であった。

 7月の出水は過去62年間で第32位（確率1/2）程度の出⽔規模であった。

流量（出水状況）
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平成２８年度前期の流況

昭和57年7月（過去最大）
最大放流量6,460m3/s

平成28年年7月出水
最大放流量2,782m3/s

荒瀬ダム
2,782m3/s

荒瀬ダム
1,429m3/s

荒瀬ダム
1,847m3/s

荒瀬ダム
1,827m3/s

詳細は…説明資料32頁



 みお筋部撤去後の⼩中規模の出⽔により、ダム直上流・直下流の平⾯形状は⼤き
く変動している。

詳細は…説明資料53～67頁

平成27年2月21日（みお筋部撤去工事中）
荒瀬ダム日平均流量：31m3/s

荒瀬ダム

放水路

百済木川

葉木橋

河川形状

平成28年2月7日（みお筋部撤去後）
荒瀬ダム日平均流量：56m3/s

荒瀬ダム

放水路

百済木川

葉木橋
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 河床は荒瀬ダム建設前の状態に戻りつつある。

河川形状

64

平成28年8月11日（みお筋部撤去後）
荒瀬ダム日平均流量：58m3/s

昭和23年（荒瀬ダム建設前）

詳細は…説明資料53～67頁



 H26からH27年度にかけて、「⑧佐瀬野」で粗粒化、「④坂本橋」で細粒化。

 みお筋部撤去後の小中規模の出水による土砂の洗掘や堆積の影響と考えられる。

底 質

平均値の６０％代表粒径

遙拝堰湛水区間 下流流水区間 減水区間 第２流水回復区間 第１流水回復区間 上流流水区間

0

50

100

150

200

250

0 5 10 15 20 25 30

【
平

均
】
6
0
%
代

表
粒

径
（
m
m
）

距離標（km）

H15.2（国）

H17.3（国）

H16.11（県）

H23.1（県）（第１次水位低下後）

H23.12～H24.1（県）

H25.1～2（県）

H26.1（県）（第２次水位低下後）

H27.1（県）

H28.1～2（県）

遙拝堰 荒瀬ダム 瀬戸石ダム

（調査地点№） ② ③ ⑤⑥④ ⑦⑧ ⑨ ⑫⑬ ⑭ ⑮①

0

50

100

150

200

250

0 1 2

【
平

均
】6

0
%
代

表
粒

径
（
m
m
）

距離標（km）

百済木川湛水区間

⑩ ⑪

平均値の６０％代表粒径

②横石 13k000 ⑦ダム直上流 19k980

⑩荒瀬ダム百済木川流入部

⑪百済木川 0k200

⑬JR 球磨川第一橋梁上流

⑭荒瀬ダム本川流入部（西鎌瀬）

⑫JR 球磨川第一橋梁下流 24k160

⑨与奈久 22k290

③下代瀬 15k600

④坂本橋 17k400

⑤大門 19k000

⑥道の駅坂本 19k200

⑧佐瀬野 20k410

①遙拝堰 9k200

⑦’ダム直上流②20k080

⑧’佐瀬野②20k530

⑩荒瀬ダム百済木川流入部 0k000

⑬JR球磨川第一橋梁上流 24k410

⑭荒瀬ダム本川流入部（西鎌瀬）25k160

⑨与奈久 22k290

⑮瀬戸石ダム下流 27k660

【凡例】

：H26～27年度に大きく変化した地点

：H27年度(H28.1～2)に過去の変動域
を大きく超えた点

：第２次水位低下前の変動幅

65

詳細は…説明資料73～74頁



水質（常時観測）

 みお筋撤去後の出⽔時に、荒瀬ダム下流の道の駅坂本における濁度（FTU）は、

瀬⼾⽯ダム下流地点と同じ挙動を⽰している。またピーク後２⽇程度で36.4FTU

を下回っており、濁水が⻑期間継続することはなかった。
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道の駅坂本
793FTU（6/3 17時）

道の駅坂本
864FTU（8/25 18時）

荒瀬ダム流量

瀬戸石ダム下流濁度

道の駅坂本濁度

横石濁度 66

詳細は…説明資料75～77頁



0.0
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室内分析結果（BOD）

環境基準Ａ類型
2mg/L以下
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現地観測結果（ｐH）
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室内分析結果（SS）
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現地観測結果（DO）
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7.5mg/L以上
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荒瀬ダム流入量（日平均流入量）

 環境基準値（河川A類型）を達成し、ほぼ安定的に推移している。

荒瀬ダム直上流

瀬戸石ダム下流

破木橋（百済木川）

道の駅坂本

水質（定期観測）

水質定期調査（BOD）

水質定期調査（SS）

荒瀬ダム流量（⽇平均流量）

水質定期調査（pH）

水質定期調査（DO）
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詳細は…説明資料80～82頁



H26 H27H26 H27
0.0E+00
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 H27年度の春季に減少していた地点もあったが、冬季及びＨ28年度の春季

には増加傾向にあった。冬季は春季に比べて珪藻網の割合が大きい傾向が

ある。

付着藻類

付着藻類の細胞数密度

⑦与奈久 ⑧西鎌瀬

細
胞
数

密
度
（
C
e
lls
/
c
m

2
）

細
胞
数
密
度
（
C
e
lls
/
c
m

2
）

春
季

冬
季
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詳細は…説明資料83～84頁



底生動物

 流⽔回復区間では、流⽔環境への変化後に瀬や淵、浅瀬など多様なハビ

タットが形成されたことにより全種数が増加し、H27年度も概ねその状態

を維持している。
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詳細は…説明資料85～86頁



底生動物（河川形状）

【百済木川】
 球磨川本川の河床が低下したことによ
り、百済木川も元の河床に戻る作用が
働き、徐々に上流へと及んでいる。
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川幅（m）

測点No.0 （0k000）

元河床

平成21年2月

平成22年2月

平成23年2月

平成24年2月

平成25年2月

平成26年2月

平成27年2月

平成28年2月

： 堆積

： 洗掘

H27.5.14

H27.8.3

H27.11.2７

No.1

No.0撮影方向

H27.9.7 70H28.10.3

詳細は…説明資料42頁



底生動物

 「⑥荒瀬ダム百済⽊川流⼊部」で種数の低下がみられ、流⽔環境への変化

とともに、ワンド等の生息環境がなくなったことが原因の一つと考えられ

る。

平成27年5月撮影

平成27年11月撮影

⑥荒瀬ダム百済木川流入部
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詳細は…説明資料85～86頁



<< 平成27・28年度の調査結果>>

底生動物（重要な種）について

ｳｽｲﾛｵｶﾁｸﾞｻ
72



 平成27年度の⿂類相について特徴的な変化は⾒られない。

魚 類

：湛水状態の時期
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⑦
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遙拝堰
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種
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【夏季】 純淡水魚 回遊魚：湛水状態の時期
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 平成2７年度の⿃類について、特徴的な変化はみられない。

 第1流⽔回復区間において、夏季にサギ類が増加した。

鳥 類
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 出水や荒瀬ダム撤去による⼟砂流下が、荒瀬ダム下流の物理環境に及ぼす
影響を素早く感知（把握）するため、荒瀬ダム直下での２測線で実施。

１９／０００

１９／６００

基盤環境（物理環境の定期モニタリング）
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下代瀬採餌場産卵場調査 アユの産卵場環境

 瀬付け箇所、瀬付け以外の箇所ともに、第1〜8回で大きな変化なし。
 瀬付け箇所は貫⼊度が8.8〜15.8cmと高く、瀬付け以外の箇所は3.0〜5.3cmと
低く、その状態が継続。
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平均 3.8 3.0 4.2 4.8 5.0 3.5 5.3 5.0
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 全体的には、平成26年度〜平成27年度にかけて⼤きな変化は⾒られない。

 水位が低下した百済木川では、出⽔等により⼀時的に形成された⽔溜りにジュズダ

マ群落が成⽴したが、今後変化すると思われため、モニタリングを継続していく。

植物（ベルトトランセクト）

【№1百済木川0k400付近】【№1百済木川0k400付近】

平成26年度
セイタカアワダチソウ
-アメリカセンダングサ群落

外来 アラカシ群落 在来

オオオナモミ群落 外来 ススキ群落 在来

平成27年度
アメリカセンダングサ
-オオオナモミ群落

外来 アラカシ群落 在来

ジュズダマ群落 在来 ススキ群落 在来

コセンダングサ群落 外来

：外来種を主とする群落

左岸 右岸
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大気汚染（粉じん等）

 参考基準値10t/km2/月以下で推移。

詳細は…説明資料112頁
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環境騒音 建設騒音

(6:00～22:00) (対象工種)

H27.12.22 － 発破 St.2

H28.1.7 ○ 構造物取壊し St.1、St.2 特定建設作業

H28.1.14 － 発破 St.2

H28.1.21 － 発破 St.2

H28.1.29 － 発破 St.2

H28.2.5 － 発破 St.2

H28.2.19 － 発破 St.2

H28.2.22 ○ 構造物取壊し St.1、St.2 特定建設作業

調査実施日

調査対象

調査地点 備 考

騒 音

 環境騒音は、工事施工前後で大きな変化なし。
 特定建設作業騒音は、基準値85dB(A)以下。
 発破騒音は、管理基準値96dB(A)以下。

詳細は…説明資料113頁

環
境
騒
音

特
定
建
設
作
業
騒
音

発
破
騒
音

管理基準：96dB（A)

規制基準：85dB（A)
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振 動

 環境振動は、工事施工前後で大きな変化なし。
 特定建設作業振動は、基準値75dB以下。
 発破振動は、管理基準値75dB以下。

詳細は…説明資料114頁

環境振動 建設振動

(6:00～22:00) (対象工種)

H27.12.22 － 発破 St.2

H28.1.7 ○ 構造物取壊し St.1、St.2 特定建設作業

H28.1.14 － 発破 St.2

H28.1.21 － 発破 St.2

H28.1.29 － 発破 St.2

H28.2.5 － 発破 St.2

H28.2.19 － 発破 St.2

H28.2.22 ○ 構造物取壊し St.1、St.2 特定建設作業

調査実施日

調査対象

調査地点 備 考

環
境
振
動

特
定
建
設
作
業
振
動

発
破
振
動

管理基準：75dB

規制基準：75dB
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【環境モニタリング調査結果】

・平成２7年度調査結果報告

及び平成28年度中間結果

【環境モニタリング調査計画】

・平成２8・２9年度調査計画
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平成２８・２９年度の調査項⽬ 詳細は…説明資料115～131頁

4 5 6 7 8 9 10 12 1 2

コドラート内写真撮影
春、夏、
秋、冬

○ ○ ○ ○

面格子法
春、夏、
秋、冬

○ ○ ○ ○

浮石調査 シノによる簡易測定
春、夏、
秋、冬

○ ○ ○ ○

魚類
春、夏、
秋、冬

○ ○ ○ ○

底生動物
春、夏、
秋、冬

○ ○ ○ ○

植物 付着藻類
春、夏、
秋、冬

○ ○ ○ ○

動物

粒度組成

調査項目
H28・29年度

11 3

横断形状 深浅測量
春、夏、
秋、冬

○ ○ ○ ○

１８ｋ４００付近
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H28年度 調査地点図（測量以外）

平成２８・２９年度の調査項⽬

：八代河川国道調査地点を示す。熊本県の
調査結果と合わせてとりまとめる。
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終了

H29.3のイメージ
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